







2011年 10月 13, 14の両日、本学において恒例のChitose International Forumが開催された。
本年は 2010 年にノーベル化学賞を受賞された鈴木章 北海道大学名誉教授をお迎えし、一
般向け特別講演を行っていただいた。また基調講演として光ファイバー通信において世界
的な業績を挙げられた東北大学中沢正隆教授と、ニューロチップなど神経電子工学におい
て顕著な業績を有する Institute of Complex System（ドイツ）の Andreas Offenhäuser 教授にご
講演をいただいた。口頭発表は全て招待講演で 15 件、ポスター発表は 45 件、参加人数は











































係するもので，後藤泰行博士（JNC）は実用液晶の開発経過，G. Ungar 教授（Sheffield 大学）








5 件の招待講演が行われた。はじめに米国商務省標準技術研究所（National Institute of 
















る”Characterization of Bone Quality in End-Stage Kidney Disease by Vibrational Spectroscopy”、
Jaegeun Noh 韓国 Hanyang 大学教授による ”Molecular-scale Investigation of Organic Thiol 
Self-Assembled Monolayers on Au(111): Structural Control and Order”、居城邦治北海道大学電子
科学研究所教授による  “DNA-conjugated silver nanoparticles for fluorescence and Raman 
scattering dual-modal imaging” の講演が行われた。また後半は、網塚憲生北海道大学大学院
歯学研究科教授による “Histochemical Imaging of Bone Forming Cells”、今村健志愛媛大学大






 ポスターセッションは第 2 日目の正午より 2 時間にわたって開催された。全 45 件の内訳
は、本学関係が 37 件、本学と交流協定を締結した韓国光州の全南大学より 4 件、北海道大





 ポスターセッションにおいては以下に示す 4 件の発表に対し、ポスター賞が川瀬委員長
から授与された。 
 





















 （CIST1, Kureha2） 
P-13 Tunable Distributed Feedback Dye Laser Using DNA-Surfactant Complex 
T. Chida, Y. Kawabe (CIST) 
P-35 Selective Lateral Electrochemical Etching of GaN for Chemical Lift-Off Process 
S. Kim, H. Kim, S.-W. Ryu (Chonnam National Univ., Korea) 
P-40 Arbitrary Dynamical Manipulation of Low-Refractive-Index Droplets using Optical Vortices 
J. Kashima
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